
繋合併の申し入れ
　11月7日、北松浦郡江迎町の亀山町長が
市役所を訪れ、朝長市長に編入合併に向け
た協議を申し入れました（繋）。市長は「市
議会と十分協議し総合的に判断します」と
答えました。8日には北松浦郡鹿町町から
も同様に申し入れがありました。

罫窓口サービスアンケート調査
　市では11月9日から22日まで窓口サー
ビス向上を目的に「お客様アンケート」を
実施しました。今後、この結果を基に改善
策を検討し、実施します。

茎荊第12回きらきらフェスティバル
　11月15日、100万個の電球が佐世保の
夜の街を彩る同フェスティバルが島瀬公
園などで始まりました。1月14日まで点灯
されます。
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蛍計原子力防災訓練
　11月22日、国・県・市など防災関係の
職員や赤崎地区の住民など約550人が参
加し、原子力艦原子力防災訓練が佐世保港
周辺で実施されました。消防局では除染
用資機材設営訓練（蛍）が行われ、西地区
公民館では避難された市民の医療救護活
動訓練（計）が行われました。今回は地元
の消防団が初参加したほか、避難中に負傷
した人の応急処置訓練が新たに実施され
ました。

詣警海自護衛艦「きりさめ」帰港
　11月22日、テロ対策特措法の期限切れ
に伴い、インド洋での給油活動から撤収し
た海上自衛隊の護衛艦「きりさめ」が佐世
保港に帰港しました。倉島岸壁（干尽町）
での帰国行事では家族や海自隊員など約
520人が乗組員を出迎えました。

軽減圧給水始まる
　少雨による渇水に伴い、市内約9万世帯・
事業所の止水栓を絞り、流量を半分に抑え
る給水制限（減圧）が、吉井・世知原・宇
久地域や医療機関などを除く市内全域で
11月23日から始まりました。減圧給水は
平成17年7月以来となります。市民の皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。ま
た、冬は空気が乾燥します。暖房器具使用
などによる火災に十分ご注意ください。

頚鶏させぼミルクツーリズム
　11月23日、牛乳の消費拡大と酪農業へ
の理解などを目的に「させぼミルクツーリ
ズム」が酪農教育ファーム里村牧場（里美
町）で開催されました。家族連れなど約30
人が参加し、乳搾り、子牛への哺乳などを
体験しました。
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サラダごはん

<材料>4人分
ごはん　児児児児600g
トマト児児児児児大1個
きゅうり児児児児1本
卵児児児児児児児4個
ウインナー児児児6本
酢児児児児児児児30g
サラダ油児児児児16g
ごま児児児児児児12g
梅干児児児児児児2個
塩児児児児児児児少々

<作り方>
虚　トマト、きゅうりを1cm角に切って水気を取る。
許　卵は、いり卵にし、冷ましておく。
距　ウインナーも1cm角に切り、からいりし、冷ましておく。
鋸　酢、サラダ油を混ぜて、虚、許、距を加えて和える。
漁　ごはんに、ごまと種を取って細かく切った梅干と塩少々を
　　混ぜる。
禦　漁に鋸を加えて和える。
魚　お好みで皿にレタスをしき、盛り付けて完成!

紙1人分の栄養価熱量 459kcal、たんぱく質 
　13.8g、脂質16.5g、塩分1.3g
紙家にあるあり合わせの材料でもOKです。　
　水気はよく切りましょう。野菜の量を増や
　してサラダ感覚で食べてもおいしいです。　
　さっぱりしているので、食欲がない朝にお
　薦めです。

考えていただいた人
= 新垣友香（あらかき・ゆか）さん（長崎国際大学健康管理学部健康栄養学科）

／平成19年度ヘルシークッキングコンテスト・一般部門優秀賞

編集後記
　この広報させぼも、実は
職員だけではなく、一般公
募で採用した市民に編集協
力員として加わっていただ
き、まさに「市民協働」で
作成しています。職員だけ
で作成すると堅苦しくなり
がちな広報紙も、協力員が
いることで、皆さんに伝わ
りやすい表現を一緒に考え
ることができます。何事も
良いものを目指すためには、
「良くしたい」という同じ
思いを持つ人たちの協力が
欠かせないと思います（H）
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明
治
十
五
（
一
八
八
三
）
年
山
口
生
ま
れ

の
山
頭
火
は
こ
の
こ
ろ
五
十
一
歳
。
八
年

後
の
昭
和
十
五
年
に
病
没
し
ま
し
た
。
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